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ミズラボ 無線ＩＯシステムの紹介 ミズラボ

基本仕様
電源 ： ＤＣ２４Ｖ

ＤＣ１８－３６Ｖ
入力ビット ： ４ビット 一般的なＰＬＣの入力と同等
出力ビット ： ４ビット 一般的なＰＬＣのトランジスタ出力同等
※入力は SINK/SOURCEは一括切替
 出力は 各ビット毎に設定可能（基板上のハンダジャンパ）
通常出荷時はＳＩＮＫに設定
２．４GHｚ無線機器（技適取得済みモジュールを使用して製造）

CH １８ー２６ から選択

出来ること
１．カウンタ機能
１－１．カウンタの種類

２種類の３２ビットカウンタ（１ｃｈ）または３種類の１６ビット２ｃｈカウンタ
mode0 32bit counter

X0 : COUNT
X1  free
X2  free
X3 1s 長on RESET専用

mode1 32bit counter
X0 : COUNT
X1  free
X2  free
X3  free

mode2 16bit 2ch counter
x0 count ch1
X1 count ch2
x2 free
X3 1s 長on RESET専用

mode3 16bit 2ch counter
x0 count ch1
X1 count ch2
X2  free
X3  free

mode4 16bit 2ch counter
x0 count ch1
X1 count ch2
x2 ch1 MASK on中はch1のカウントをしません
x3 ch2 MASK on中はch2のカウントをしません



１－１－２．構成
データ処理とコマンドを発するＰＣとそれにＲＳ２３２で接続された親器

＋
最大３２台の子機  ＋ 信号を中継する 中継器 最大２台

子機１
親器 子機２

子機３
子機４

子機５
子機６

子機８ 子機７
子機９
※上図の様な構成で親器から子機１から順番に問い合わせを行います。
子機からのレスポンスはカウンタ値、入力の状態等が返されます。
親器から子機の出力ビットを操作できます。

１－２．双方向Ｉ／Ｏ機能

入力を４ビット伝送

親器 子機１
入力を４ビット伝送

ＰＣ



２．PCソフトウェア
２－１．カウンタモード用ソフトウェア

親器のセット初回購入時にソース（VB.NET 2017)付き ※1 で添付
※1 使用するお客様内でのソースの改良用途に限ります。
外部業者に委託する場合は、毎スキャン毎に吐き出すＣＳＶファイルを利用する様に
してください。
親器＋通信ケーブル＋ソース入り記録メディア



２－２．動作モード設定用ソフトウェア
WebよりDLしてください。(※準備中)

3．配線・機能 等
動作中ランプ アクセスランプ

RS232 赤フリッカ １ショット
機能設定・データ転送

電源コネクタ 入出力コネクタ
＋２４V ０V X0  X1  X2  X3  Y0  Y1  Y2  Y3

以上


